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出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

　柴田さんは、７月に東京から勝山に移住をし
てこられました。
　移住のきっかけは東京の丸の内で行われた恐
竜展でイベントスタッフとして働いていた柴田
さんに、出展者として行っていた恐竜のまち応
援隊の職員が「恐竜が好きなら勝山に遊びにき
たら」と声を掛けられたからだそうです。
　もともと都会の人混みは嫌いで田舎に住みた
いと思っていた柴田さん、恐竜が大好きという
事もあって３回の勝山訪問の後決意をされ、４
回目で移住をされました。
　恐竜が街中にいること、人がやさしい、ご飯
や水が美味しい、珍しい生き物がたくさんいる
ということなどすべてに感動を与えてくれる
「まち」が勝山の印象だそうです。
　現在、柴田さんは、恐竜博物館で案内員とし
て恐竜や太古の生き物たちに囲まれてお仕事を

されています。
　将来の目標は、恐竜博物館の解説員になる事。
博物館へ来た人達に様々な切り口から恐竜を
知ってもらうと同時に、はるか昔に生きていた
生物にも興味を持ってもらい楽しんでいっても
らいたい。
　さらに、恐竜をモチーフにして様々な作品を
作ったり、お土産物を開発したいと笑顔で、語
られました。
　晴れの日も雨の日も好きという柴田さんは、
自然に囲まれて勝山ライフを満喫されていま
す。

柴田　麻穂 さん（28）
＝長山町１丁目＝

「恐竜が大好きです！」
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合計112億2,638万円

市 税 の 収 入 状 況

一 般 会 計
目 的 別 市 債 残 高

指 標 で み る 財 政 事 情

市 有 財 産 の 状 況

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差し引き
334万円
10万円
―　　　
―　　　

1億9,145万円
134万円
497万円
―　　　
160万円

育 英 資 金
下 水 道 事 業
農業集落排水事業
簡 易 水 道 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
市 有 林 造 成 事 業

3,867万円
12億6,904万円
1億4,763万円
1億773万円
29億694万円
3億725万円

27億9,772万円
1,307万円
3,602万円

3,533万円
12億6,894万円
1億4,763万円
1億773万円

27億1,549万円
3億591万円

27億9,275万円
1,307万円
3,442万円

28億9,373万円

市民税
12億3,218万円
（42.6％）

固定資産税
12億4,788万円
（43.1％）

軽自動車税
6,194万円（2.1％）

市たばこ税
1億7,099円（5.9％）

入湯税
3,311万円（1.2％）

都市計画税
1億4,763万円（5.1％）

市 債 残 高 の 状 況
一 般 会 計

下水道事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

市有林造成事業

合　　　　計

特 

別 

会 

計

112億2,638万円

58億9,795万円

1億3,001万円

15億2,731万円

4,232万円

188億2,397万円

（平成27年3月31日現在）
建　　物
土　　地
立　　木
基　　金
　現金・預金等
　うち財政調整基金
　うちその他の基金
　土　地
有価証券
出 資 金
債　　権　　

14万6,246㎡
2,251万4,253㎡
24万1,133㎥

22億8,501万円
13億754万円
9億7,747万円

2,951㎡
3億1,400万円
3億7,805万円
1億8,081万円

民生  2億7,136万円
3億2,493万円
農林水産
3億4,595万円

衛
生 土木

土木

土木 （公園）
4億4,145万円

教育

その他
 9億          
   1,985
       万円

消防 3億8,006万円

14億185万円

   臨時
 財政対策債
45億
   8,204万円

（都市計画）
20億1,803万円

（道路橋りょう・住宅）
5億4,086万円

特別会計特別会計

勝　 山 　市

26
年
度

25
年
度

勝山市（速報値）
県内9市平均（速報値）

97.4％

経常収支比率

98.6％
92.9％

財政力指数
＊ ＊

0.45
県内9市平均 91.1％ 0.64

0.45
0.64

全  国  平  均 89.4％ 0.62

財 政 健 全 化 判 断 比 率
＊ ＊ ＊ ＊

勝山市（速報値）
早期健全化基準

実質赤字比率

－－－
14.13

連結実質赤字比率

－－－
19.13

実質公債費比率

8.3
25.0

将来負担比率

69.0
350.0

県内9市平均（速報値） －－－ －－－ 9.6 62.9
　平成19年6月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財
政健全化法）」に基づき、上記指標を算定しました。この指標は、地方公共団体の
「早期健全化」と「財政再生」の2段階で財政悪化状況をチェックするとともに、
特別会計や一部事務組合なども併せた連結決算により、地方公共団体全体の財
政状況を明らかにしようとするものです。
　勝山市はいずれの項目においても、早期健全化基準を大きく下回り、健全である
といえます。　　　　　　　 　  （詳しくは、市のホームページをご覧ください）

＊
用
語
解
説

【
経
常
収
支
比
率
】
財
政
構

造
の
弾
力
性
（
余
裕
）
を
あ

ら
わ
し
た
も
の
。
毎
年
経
常

的
に
収
入
さ
れ
る
財
源
の
う

ち
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公

債
費
な
ど
、
必
ず
支
払
う
経

費
の
割
合
。

　

１
か
月
の
家
計
に
例
え
る

と
、
食
費
や
家
賃
、
光
熱
費
、

水
道
代
、
ロ
ー
ン
返
済
な
ど

毎
月
決
ま
っ
て
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
の
合
計

が
、
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。

【
財
政
力
指
数
】
地
方
公
共

団
体
の
財
政
力
を
あ
ら
わ
し

た
も
の
。

　

一
般
の
家
庭
に
例
え
る

と
、
子
ど
も
が
別
居
し
て
い

る
場
合
、
標
準
的
な
生
活
費

（
家
賃
や
食
費
な
ど
）
に
対

す
る
標
準
的
な
収
入
（
給
料

な
ど
）の
割
合
で
す
。
な
お
、

標
準
的
な
生
活
費
と
標
準
的

な
収
入
の
差
額
で
不
足
が
生

じ
る
と
親
か
ら
の
仕
送
り

（
普
通
交
付
税
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

【
実
質
赤
字
比
率
】
一
般
会

計
な
ど
の
実
質
赤
字
が
標
準

財
政
規
模
（
地
方
公
共
団
体

が
自
由
に
使
え
る
財
源
の
標

準
的
な
収
入
）
に
占
め
る
割

合
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
例

え
る
と
、
一
年
間
の
収
入
と

支
出
の
差
引
に
お
い
て
赤
字

が
生
じ
た
場
合
、
赤
字
額
が

そ
の
年
の
家
庭
の
給
料
総
額

に
対
し
て
ど
の
程
度
占
め
る

か
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で

す
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】
全

会
計
（
一
般
会
計
な
ど
だ
け

で
な
く
、
そ
の
他
の
特
別
会

計
を
含
む
）
の
実
質
赤
字
が

標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割

合
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】
一
般

会
計
な
ど
が
負
担
す
る
市
債

な
ど
の
償
還
金
が
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
ほ
か
子
ど
も
の

ロ
ー
ン
を
親
が
肩
代
わ
り
し

て
返
済
し
て
い
る
場
合
、
そ

の
返
済
金
の
合
計
が
、
親
の

給
料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程

度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
。

【
将
来
負
担
比
率
】
一
般
会

計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き

債
務
が
標
準
財
政
規
模
に
占

め
る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
残
高
、
子
ど
も

の
ロ
ー
ン
の
残
高
（
親
が
肩

代
わ
り
し
て
返
済
す
る
額
）、

家
族
の
将
来
の
冠
婚
葬
祭
な

ど
に
係
る
経
費
の
総
額
か

ら
、
そ
れ
に
充
て
る
こ
と
の

で
き
る
財
源
（
貯
金
な
ど
）

を
差
し
引
い
た
額
が
、
そ
の

年
の
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。
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人件費（16.3％）

物件費（10.8％）

補助費等（10.0％）

普通建設事業費（22.4％
）

扶助費（15.7％）

公債費（8.4％）
積立金（1.5％）
貸付金（2.5％）

繰出金（9.5％）

歳出

歳入総額
138億4,025万円

歳入

市　税
28億9,373万円
（20.9％）

その他
12億5,574万円
（9.1％）

地方交付税
39億233万円
（28.2％）

県支出金
9億7,552万円
（7.0％）

国庫支出金
20億2,768万円
（14.7％）

諸収入
4億4,762万円（3.2％）

繰入金
7億5,577万円（5.5％）

歳出総額
134億8,679万円

災
害
復
旧
事
業
費（
0.2
％
）

市 債
15億8,186万円
（11.4％）

衛生費
8億2,924万円
（6.2％）

土木費
22億9,594万円
（17.0％）

消防費　3億6,770万円（2.7％）

災害復旧費
2,434万円（0.2％）

教育費
17億1,678万円
（12.7％）

公債費
11億3,484万円
（8.4％）

商工費　6億2,394万円（4.6％）

議会費　1億7,166万円（1.3％）

労働費
1億2,502万円
（0.9％）
農林水産業費
5億9,879万円
（4.5％）

一般会計一般会計

維
持
補
修
費

　
　
　
（
2.7
％
）

繰 越 金
分担金及び負担金
地方消費税交付金
地 方 譲 与 税
使用料及び手数料
地方特例交付金
自動車取得税交付金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
財 産 収 入
交通安全対策特別交付金
寄 附 金

4億4,488万円
1億7,248万円
2億7,121万円
1億3,913万円
1億766万円
593万円
1,910万円
710万円
2,350万円
1,355万円
3,598万円
355万円
1,167万円

総務費
18億3,320万円
（13.6％）

民生費
37億6,534万円
（27.9％）

●
総　

括
●

　

平
成
26
年
度
勝
山
市
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が

1
3
8
億
4
0
2
5
万
円
、
歳
出
が
1
3
4
億
8
6
7
9

万
円
と
な
り
、
歳
入
で
0
・
6
％
の
減
、
歳
出
で
0
・

1
%
の
増
（
前
年
度
比
＝
以
下
同
じ
）
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
の
差
引
き
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
財
源
8
5
0
9
万
円
を
引
い
た
2
億

6
8
3
7
万
円
が
実
質
的
な
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
歳　

入
●

　

市
税
で
は
、
個
人
住
民
税
お
よ
び
法
人
市
民
税
が
大
き

く
減
額
と
な
っ
た
ほ
か
、
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
も
賦
課

区
域
の
見
直
し
に
よ
り
減
額
と
な
っ
た
た
め
、
3
・
7
%

減
の
28
億
9
3
7
3
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の

市
税
や
繰
越
金
、
繰
入
金
な
ど
の
自
主
財
源
総
額
は
、
基

金
か
ら
の
繰
入
金
が
大
き
く
増
額
と
な
っ
た
影
響
か
ら

9
・
0
%
増
の
48
億
6
9
7
9
万
円
と
な
り
、
歳
入
全
体

に
占
め
る
自
主
財
源
比
率
は
3
・
1
%
増
の
35
・
2
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
で
は
、
普
通
交
付
税

及
び
特
別
交
付
税
が
と
も
に
増
額
と
な
り
、
全
体
で
は

1
・
4
%
増
の
39
億
2
3
3
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
特
定
財
源
の
う
ち
国
庫
支
出
金
で
は
、
前
年

度
に
交
付
さ
れ
た
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
に
代
わ
り
が

ん
ば
る
地
域
交
付
金
が
交
付
さ
れ
た
も
の
の
、
同
種
の
地

域
活
性
化
交
付
金
と
し
て
は
大
き
く
減
額
と
な
っ
た
こ
と

が
要
因
と
な
り
、
11
・
6
%
減
の
20
億
2
7
6
8
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
債
は
、
13
・
3
%
減
の
15
億

8
1
8
6
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
歳　

出
●

　

総
務
費
で
は
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
金
が
大
き
く

減
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
12
・
8
%
減
の
18
億

3
3
2
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
で
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
給
付
費

や
臨
時
福
祉
給
付
金
の
給
付
費
な
ど
の
増
額
に
よ
り
、

5
・
0
%
増
の
37
億
6
5
3
4
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
費
で
は
、
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
や
勝
山
温
泉
セ
ン

タ
ー
「
水
芭
蕉
」
の
改
修
工
事
費
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
10
・
6
%
増
の
6
億
2
3
9
4
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
新
体
育
館
建
設
工
事
費
や
市
道
な
ど
の

除
排
雪
経
費
が
大
き
く
増
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
12
・
8
%
増
の
22
億
9
5
9
4
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
費
で
は
、
前
年
度
に
消
防
・
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
46
・
2
%
減
の

3
億
6
7
7
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　　

平
成
26
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
前
年
度
末

か
ら
4
億
3
5
9
7
万
円
の
減
額
と
な
り
、
総
額
13
億

7
5
4
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
市
債
借
入
額
が
元
金
償
還

額
を
上
回
っ
た
た
め
、
5
・
2
%
増
の
1
1
2
億
２
６
３

８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
臨
時
財
政
対

策
債
を
除
い
た
普
通
債
な
ど
の
残
高
に
つ
い
て
も
5
・

0
%
増
の
66
億
4
4
3
4
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
決
算
状
況

　

市
で
は
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成

26
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財政公表
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９
月
定
例
市
議
会
が
９
月
10
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
日
程
で
開

か
れ
、
次
の
議
案
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
補
正
予
算

　

主
な
内
容
と
し
て
各
地
区
の
地

域
力
向
上
に
向
け
た
自
主
的
な
事

業
に
対
す
る
助
成
や
、社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
に
お
け
る
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
に
か
か
る
経
費
、
観

光
誘
客
の
た
め
の
店
舗
整
備
等
に

対
す
る
助
成
、
平
泉
寺
の
発
掘
地

周
辺
を
車
輌
運
行
に
よ
り
案
内
す

　

平
成

　

平
成
2727
年
度
一
般
会
計

年
度
一
般
会
計

　
　
　
　
　

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

　
　
　
　
　

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

9
月
定
例
議
会

る
経
費
、
国
庫
補
助
金
交
付
決
定

に
よ
る
減
額
、
地
区
公
民
館
の
改

修
に
対
す
る
助
成
で
一
般
会
計
か

ら
８
１
３
３
万
４
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
１
３
０
億
７
０
３
７

万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
な
ど
６
つ
の

特
別
会
計
で
合
わ
せ
て
８
０
１
８

万
４
千
円
を
減
額
し
、
７
６
億
８

３
５
１
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
条
例

　

条
例
は
、
制
定
１
件
、
一
部
改

正
５
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

制
定
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
自
転
車
等
の
放
置
防
止

に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
個
人
情
報
保
護
条
例

• 

勝
山
市
手
数
料
条
例

• 

勝
山
市
公
害
防
止
条
例

• 

勝
山
市
附
属
機
関
の
設
置
に
関

す
る
条
例

◆
そ
の
他

　

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て
と
勝
山
市
議
会
会
議
規

則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
件
の
意
見
書
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
件
の
陳
情
の
う
ち
１
件
を
採

択
、
１
件
を
不
採
択
、
１
件
を
継

続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
そ
の
他
５
件
の
案
件

を
可
決
し
ま
し
た
。

◆
委
員
の
任
命

　

勝
山
市
公
平
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
野
義
廣
氏
（
猪
野
）

　

勝
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　

澤
田
裕
治
氏
（
遅
羽
町
嵭
崎
）

勝
山
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
山
謙
治
氏
（
沢
町
1
）

◆
諮
問

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
異

議
が
な
い
と
し
ま
し
た
。

　

宇
佐
美
千
春
氏

（
鹿
谷
町
東
遅
羽
口
）

　

神
下
淳

氏
（
野
向
町
龍
谷
）

市
所
有
施
設
の
指
定
管
理
者
募
集

　

勝
山
市
が
所
有
す
る
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
か

ら
管
理
を
行
う
民
間
事
業
者
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
要
項

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

勝
山
温
泉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
「
水
芭
蕉
」

所
在
地
▼
村
岡
町
浄
土
寺
30
‐
11

指
定
期
間
▼

　

平
成
28
年
4
月
1
日
〜

平
成
38
年
3
月
31
日

募
集
締
切
▼
11
月
12
日
㈭

説
明
会
▼
10
月
28
日
㈬午

前
10
時
〜

申
・
問　

観
光
政
策
課

☎
88
‐
8
1
1
7

勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル

所
在
地
▼
片
瀬
町
2
丁
目
1
1
4

指
定
期
間
▼

　

平
成
28
年
4
月
1
日
〜

平
成
38
年
3
月
31
日

募
集
締
切
▼
11
月
12
日
㈭

説
明
会
▼
10
月
20
日
㈫午

前
10
時
〜

申
・
問　

観
光
政
策
課

☎
88
‐
8
1
1
7
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平
成
平
成
2626
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

業
務
状
況
（
表
①
参
照
）

　

平
成
26
年
度
は
、
谷
地
区
簡
易

水
道
施
設
の
統
合
を
実
施
し
た
も

の
の
、
給
水
人
口
お
よ
び
戸
数
は

減
少
し
ま
し
た
（
給
水
人
口
：
△

1
8
6
人
、前
年
比
△
０・
82
％
）。

ま
た
、
年
間
有
取
水
量
、
１
日
最

大
配
水
量
も
減
少
と
な
り
、
有
収

率
に
つ
い
て
は
１
・
32
％
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

財
政
状
況
（
表
②
参
照
）

　

本
年
度
の
総
事
業
収
益
は
５
億

２
５
７
０
万
円
、
総
事
業
費
用
は

４
億
８
２
７
７
万
８
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
当
年
度
は
純
利
益

４
２
９
２
万
２
千
円
を
計
上
す
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
資
本
的
収
入
は
２
８
１

０
万
2
千
円
、
資
本
的
支
出
は
２

億
２
２
９
８
万
5
千
円
と
な
り
、

こ
の
１
億
９
４
８
８
万
３
千
円
の

不
足
額
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
、
当
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
で
補
填
し
ま
し
た
。

総
括
事
項

　

安
心
で
き
れ
い
な
水
道
水
を
供

給
す
る
た
め
に
、
水
道
施
設
の
整

備
を
図
り
な
が
ら
安
定
供
給
の
確

保
と
水
道
事
業
の
健
全
な
財
政
基

盤
の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
。
本

年
度
に
お
い
て
は
４
月
１
日
に
谷

地
区
簡
易
水
道
を
上
水
道
に
統
合

し
ま
し
た
。

　

主
な
収
入
で
あ
る
水
道
料
金
収

入
に
お
い
て
は
、
一
般
家
庭
の
料

金
収
入
は
減
少
し
ま
し
た
が
工
業

用
と
し
て
増
え
た
結
果
な
ど
に
よ

り
前
年
度
比
０
・
５
％
の
増
収
と

な
り
、
ま
た
地
方
公
営
企
業
法
改

正
に
伴
う
長
期
前
受
金
戻
入
に
よ

り
前
年
よ
り
収
入
は
、
36
・
73
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
支
出
に
お
い
て
は
事
務

諸
経
費
な
ど
の
削
減
に
努
め
ま
し

た
が
、
平
成
24
年
度
統
合
に
よ
り

取
得
し
た
旧
木
根
橋
区
簡
易
水
道

に
係
る
資
産
の
減
価
償
却
が
始

ま
っ
た
こ
と
、
地
方
公
営
企
業
法

改
正
に
伴
う
み
な
し
償
却
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
や
消
費
税
率
が
５
％

か
ら
８
％
に
上
昇
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
水
道
事
業
費
用
全
体
で
、

前
年
度
比
29
・
69
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
清
浄
で
安
全
な
水
の

項　　目 業　務　量 前年度比
給 水 人 口 22,366人 －0.82％
給 水 戸 数 7,289戸 －0.01％
年間総配水量 3,066,290㎥ 1.49％
年間有収水量 2,423,040㎥ －0.18％

１日最大配水量 14,380㎥
（平成26年12月18日） －0.05％

有 収 率 79.02％ －1.64％
導送配水管延長 323,047.9ｍ －0.38％

区　　分 H26年度決算額 H25年度決算額
収 入 5億2,570万円 3億8,447万5千円
支 出 ４億8,277万８千円 3億7,226万6千円
差 引 4,292万2千円 1,220万9千円

事　業　名（工事名） 地　係 事業費（工事費）

国道416号配水管布設
工事　その1 荒土町松田 847万8千円

国道416号配水管布設
工事　その2 荒土町松田 840万2千円

国道157号ほか配水管
布設工事　その1

北谷町
木根橋ほか 820万8千円

国道157号ほか配水管
布設工事　その2

北谷町
木根橋ほか 790万3千円

事　業　名（工事名） 地　係 事業費（工事費）

地上式消火栓設置工事
その１

郡町2丁目
ほか

456万7千円

地上式消火栓設置工事
その２

片瀬町
1丁目ほか

290万5千円

地上式消火栓設置工事
その３

本町1丁目
ほか

357万5千円

区　　分 H26年度決算額 H25年度決算額
収 入 2,810万２千円 6,512万4千円
支 出 2億2,298万５千円 2億655万1千円
差 引 －1億9,488万3千円 －1億4,142万7千円

表①　業務状況

表②　財政状況

表③　主な拡張事業

表④　主な改良事業

【収益的収支（税込）】

【資本的収支（税込）】

供
給
を
図
る
た
め
、
既
存
水
道
施

設
の
維
持
管
理
の
充
実
を
怠
る
こ

と
な
く
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化

な
ど
を
見
据
え
な
が
ら
更
に
経
営

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
な
お
一

層
の
経
営
努
力
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
決
算
書
を
市
立
図
書

館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問 　

上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２

階
） 

☎
88
‐
８
１
０
９
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新規入園の募集がはじまります！認定こども園　　保育園　　幼稚園

ってどんなところ？ってどんなところ？認定こども園
　平成28年4月より、しろき保育園が認
定こども園への移行を予定しています。
　認定こども園は、幼稚園と保育園の良
い所をひとつにし、教育･保育を一体的
に行うため、保護者の就労の有無に関わ
らず利用でき、就労状況が変化しても、
継続して利用できます。
　また、地域の子育て家庭を支援する子
育て相談などが利用できます。

問　福祉・児童課（すこやか内）
　　☎87 ｰ 0777

0～ 2歳児 3～ 5歳児
3号認定 2号認定 1号認定

7：00 順次登園

自由遊び
自由遊び8：30 登園

9：00

教育・保育活動9：30 おやつ
10：00 活動
11：30 昼食 昼食準備・昼食
13：00

お昼寝（0～ 4歳）
クラス活動（5歳）

クラス活動
14：00
14：30 降園
15：15 おやつ

一時預かり
16:30まで16：00 自由遊び・順次降園

18:00～19:00 延長保育

認定こども園の1日

申　込　方　法申　込　方　法

　申込書は、各幼稚園で配布しています。受付期間内に各幼稚園へ
ご持参ください。

対　象▶保護者の就労の有無に関わらず､ 教育を希望する児童
　　　　平成22年4月2日～平成25年4月1日生まれ（３～５歳児）
通園区▶

　申込書は福祉・児童課で配布します。入園申込書に必要事項を記
入の上、就業証明書など保育を必要とする状況が分かる書類を添え
て、受付期間内に福祉・児童課へご持参ください。
　詳しくは「入園についてのご案内」を窓口で配布しますのでご覧
ください。

対　象▶保護者の就労などにより家庭で保育が受けられない児童
　　　　（平成28年4月1日現在、生後8週から就学まで）
　　　　※ 心身に障がいのある児童の入園についても、ご相談に応

じます

認定こども園 保　育　園

幼　稚　園

運営 名称 小学校区域

公立
成器南幼稚園 成器西・平泉寺･三室・

成器南

勝山中部幼稚園 成器西･村岡･荒土･鹿谷･
北郷・野向

受付期間
　10月19日㈪～ 12月25日㈮
　午前8時30分～午後5時15分
　※土日祝日を除く
申・問　成器南幼稚園

　　　　　☎88 ｰ 1328
　　　　勝山市中部幼稚園

　　　　　☎88 ｰ 1271

受付期間
　11月2日㈪～ 11月30日㈪
　午前8時30分～午後5時15分
　※土日祝日を除く
申・問　福祉・児童課
　　　　（すこやか内）

　　　　☎87 ｰ 0777

新
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入
園

入
園

幼稚園・幼稚園・認定こども園・保育園の教育・保育時間について認定こども園・保育園の教育・保育時間について

幼稚園

認定こども園

保育園（公立）

認定
こども園

保育園
（私立）

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19（時）

教育時間（６時間）

教育時間（６時間）

保育短時間（８時間）

保育標準時間（11時間）

保育短時間（８時間）

保育標準時間（11時間）

認定こども園　　保育園　　幼稚園

新規入園の募集がはじまります！

入
園

入
園

幼稚園・幼稚園・認定こども園・保育園の入園手続きの流れ認定こども園・保育園の入園手続きの流れ

幼
稚
園

認
定
こ
ど
も
園

認
定
こ
ど
も
園

保
育
園

１
号
認
定

１
号
認
定

2
・
3
号
認
定

2
・
3
号
認
定

対　　　　　象（小学校就学前） 支給認定区分
満３歳以上で教育を希望する子ども １号認定
満３歳以上で保護者の就労または疾病などにより、保育を必要とする子ども ２号認定
満３歳未満で保護者の就労または疾病などにより、保育を必要とする子ども ３号認定

平成28年度

問　幼　稚　園　に　関　す　る　こ　と：学校教育課（教育会館２階）　☎88 ｰ 8112
　　認定こども園・保育園に関すること：福祉・児童課（すこやか内）　☎87 ｰ 0777

※ ２号認定または３号認定を受ける方は、保護者の就労などの状況により、『保育標準時間』（１日最長
11時間）と『保育短時間』（１日最長８時間）に区分され、利用できる時間が異なります

一時預かり

延長保育

新

　対象となる子どもの年齢および保護者の就労状況などにより、支給認定および利用できる施設への入園まで
の手続きの流れは以下のように分けられます。

園と契約
（2・3号
認定）

園と契約
（１号認定）

市から施設利用
決定を通知

園から施設利用
決定を通知

支給認定証
の交付

園に利用申込

支給認定証
の交付

園から入園の
内定を通知

市（福祉・
児童課）に
利用申込

市から
施設利用決定
を通知

面接の後、
市で利用調整

支給認定証
の交付

市（福祉・
児童課）に
認定申請

面接の後、
市で利用調整

支給認定証
の交付

市（福祉・
児童課）に
認定申請



9 　　 広報かつやま10月号 №731

新規入園の募集がはじまります！認定こども園　　保育園　　幼稚園

階層 定　　　　義
利用者負担額（月額） 実費負担額の一部（月額）

幼稚園 認定こども園
平成28年度 平成29年度以降 給食費 一時預かり

（14:30 ～ 15:30） 給食費 一時預かり
（14:30 ～ 16:30）

第1 生活保護世帯 0円 0円

4,300円
（週4回、
完全給食）

1回200円
（上限なし）

5,000円
程度

（週5回、
副食給食）

1回200円
（上限なし）

第2 市民税非課税世帯
（所得割非課税世帯含む） 1,000円 1,000円

第3 市民税所得割課税額77,100円以下 5,600円 6,200円
第4 市民税所得割課税額211,200円以下 7,000円 10,000円
第5 市民税所得割課税額211,201円以上 8,000円 12,000円

※平成28年度のみ経過措置が適用されます。上記の金額は変更になる場合があります
※ 小学校3年生以下の範囲において、最年長の子どもから順に2人目は利用者負担額が半額となります

階層 定義

利用者負担額(月額) 実費負担額の一部（月額）
2号認定(3歳以上) 3号認定(3歳未満)

給食費
延長保育料

保育標準時間 保育短時間 保育標準時間 保育短時間 30分
まで

1時間
まで

2時間
まで

第1 生活保護世帯 0円 0円 0円 0円 利
用
者
負
担
額
に
含
む

1
回
1
0
0
円
（
上
限
5
0
0
円
）

1
回
2
0
0
円
（
上
限
1
0
0
0
円
）

1
回
3
0
0
円
（
上
限
1
5
0
0
円
）

第2 市民税非課税世帯 1,000円 1,000円 2,000円 2,000円

第3 市民税均等割及び所得割課税額48,600円未満 8,000円 7,900円 12,500円 12,300円

第4 市民税所得割課税額97,000円未満 20,000円 19,700円 22,500円 22,200円

第5 市民税所得割課税額169,000円未満 27,000円 26,600円 32,000円 31,500円

第6 市民税所得割課税額301,000円未満 28,000円 27,600円 44,500円 43,800円

第7 市民税所得割課税額397,000円未満 29,000円 28,600円 48,500円 47,700円

第8 市民税所得割課税額397,000円以上 30,000円 29,500円 52,500円 51,700円

※ 小学校就学前の範囲において幼稚園、認定こども園、保育園を同時に利用する最年長の子どもから順に2人目は利用者負
担額が半額となります

区分 運営 名称 所在地 定員 電話番号 開園時間（延長含む） 対象年齢

幼稚園 公立
成器南幼稚園 元町2丁目-18-38 105 88-1328 月～金

8:30 ～ 15:30 3 ～ 5歳
勝山中部幼稚園 郡町2丁目2-27 105 88-1271

認定こ
ども園 私立 （仮称）しろきこども園 芳野町2丁目3-19 126 88-3213 月～土

7:00 ～ 19:00 0 ～ 5歳

保育園
私立

ケイテー保育園 元町1丁目8-17 90 87-1857

月～土
7:00 ～ 19:00

0 ～ 5歳

中央保育園 栄町2丁目7-6 90 88-0872
松文保育園 旭町1丁目1-56 90 69-1111
北保育園 沢町2丁目3-22 60 88-1557
南保育園 元町2丁目7-28 100 88-0850
上野保育園 荒土町別所33-58-1 60 89-2022
鹿谷保育園 鹿谷町保田99-31-2 90 89-2211
北郷わしのこ保育園 北郷町東野28-45 60 89-3433

公立
平泉寺保育園 平泉寺町平泉寺164-45甲 30 88-4332 月～土

7:30 ～ 18:30野向保育園 野向町龍谷50-47 30 87-3888
※しろき保育園は平成28年4月より認定こども園への移行を予定しています

幼稚園・幼稚園・認定こども園認定こども園（1号教育標準時間認定）（1号教育標準時間認定）

認定こども園・保育園（2・3号保育標準時間、短時間認定）認定こども園・保育園（2・3号保育標準時間、短時間認定）

18歳未満の児童の中で上から3番目以降の児童は利用者負担額が0円となります。ただし、実費負担額の減免はありません。

利用者負担額および実費負担額について利用者負担額および実費負担額について

平成28年度勝山市内の平成28年度勝山市内の幼稚園、幼稚園、認定こども園、保育園一覧認定こども園、保育園一覧
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ってどんなところ？ってどんなところ？

ってどんなところ？ってどんなところ？

保　育　園

幼　稚　園

　保護者の就労状況に応じて0歳児から就学
前までの長期的な視野を持って、教育・保育
および子育て支援を行う福祉施設です。より
よい環境のなか、生活に必要な能力や態度を
身につけ、発達に必要な経験を積み重ねなが
ら主体的な活動を通じて、心身ともに調和の
とれた人間形成の基礎を培います。

　幼稚園は、家庭との連携を図りながら、いろ
いろな遊びを通して、自立心・人と関わる力、
表現力、話す力・聞く力・思考力の基礎、体力
の向上・基本的生活習慣などの生きる力の基礎
を育成しています。

 0 ～ 2歳児 　  ３～５歳児
7：00 順次登園（公立保育園は7：30から）
　　　　　　　　  自由遊び
9：30 おやつ 集団活動など
10：00　　　　　　活動
11：30 昼食 昼食準備・昼食
13：00 お昼寝 お昼寝（3・4歳児）
  クラス活動（5歳児）
15：15 　　　　 おやつ
16：00 自由遊び・順次降園（公立保育園は18:30まで）

※ 私立保育園では、18：00 ～ 19：00は延長
保育となります

保育園の1日

　自然が大好き！のびのびと、自然体験を楽し
む中でいろんな発見や感動を味わっています。

　思いっきり遊ぶことができる広い園庭・園
舎の環境が整っています。

8：30 登園
 好きな遊び　
10：00 クラス活動
 設定保育
 園外活動
12：00 給食（学校給食）
13：00 好きな遊び
14：00 クラスの集い
14：30 降園
※ 14:30 ～ 15:30に一時預か
りを利用できます。

幼稚園の１日

　各園の様子などは市のホームページ内『ブログかつやま』に定期的にアップしています。
ぜひご覧ください。

問　福祉・児童課（すこやか内）
　　☎87 ｰ 0777

問　成器南幼稚園　☎88 ｰ 1328
　　勝山市中部幼稚園
　　　　　　　　　☎88 ｰ 1271
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
●
平
泉
寺
町
東
部
の
緩
や
か
な
台
地

　

平
泉
寺
町
東
部
（
女
神
川
左
岸
一
帯
）

の
地
形
は
、
以
前
（
第
５
回
２
０
１
４

年
11
月
号
広
報
）
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、

経
ヶ
岳
火
山
の
大
規
模
な
山
崩
れ
の
際

に
運
ば
れ
て
き
た
山
を
構
成
し
て
い
た

土
砂
な
ど
が
厚
く
堆
積
し
て
緩
や
か
な

地
形
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
勝
山
橋
付

近
か
ら
見
る
と
、
そ
の
緩
や
か
に
伸
び

る
地
形
面
が
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。
今

回
は
、
そ
の
経
ヶ
岳
火
山
の
崩
壊
に
伴

い
運
ば
れ
て
き
た
土
砂
な
ど
と
関
係
の

深
い
「
た
め
池
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

●
た
め
池
が
多
い
平
泉
寺
町

　

平
泉
寺
町
東
部
に
あ
た
る
大
矢
谷
、

岩
ヶ
野
、
赤
尾
な
ど
の
土
地
の
多
く
は
、

主
に
農
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
の
地
形
は
、
経
ヶ
岳

火
山
が
崩
壊
し
て
運
ば
れ
て
き
た
土
砂

と
い
う
比
較
的
脆
弱
な
地
質
を
、
弁
財

天
川
が
侵
食
し
て
深
い
谷
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
農
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
平
ら
な
土
地
は
、
弁
財
天
川
の
河

床
か
ら
か
な
り
高
い
と
こ
ろ
に

位
置
す
る
た
め
、
農
業
用
水
の

取
り
入
れ
が
困
難
な
場
所
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
克
服
す
る

た
め
、
古
く
か
ら
灌
漑
用
の
た

め
池
が
多
く
整
備
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
平
泉
寺
町
東
部
に
た
め

池
が
多
く
見
ら
れ
る
理
由
は
、
こ
の
あ

た
り
の
地
形
や
地
質
と
大
い
に
関
係
が

あ
る
と
い
え
ま
す
。

●
赤
尾
の
た
め
池

　

平
泉
寺
町
の

た
め
池
の
中
で

も
１
８
０
０
年

頃
に
整
備
さ
れ

た
「
赤
尾
の
大

堤
」
は
、
里
山

に
囲
ま
れ
た
広

大
な
水
田
に
水

を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
生
物
に
と
て

も
良
好
な
水
辺
環
境
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
農
林
水
産
省
の「
た
め
池
１
０
０
選
」

や
県
の
「
守
り
た
い
伝
え
た
い
福
井
の

里
地
里
山
」
と
し
て
、
保
全
す
べ
き
地

域
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同

所
で
は
平
泉
寺
小
学
校
の
児
童
に
よ
り
、

槍
先
形
尖
頭
器
（
石
器
）
が
発
見
さ
れ

て
お
り
、
縄
文
時
代
草
創
期
か
ら
人
が

こ
の
辺
り
で
狩
り
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市

役
所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

－第15回－　経ヶ岳火山の山体崩壊がもたらした地形とため池－第15回－　経ヶ岳火山の山体崩壊がもたらした地形とため池

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
牧
野

優
で
す
。
今
回
は
８
月
に
開

催
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
私
の
大

好
き
な
景
色
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

■ 

『
親
子
わ
く
わ
く
パ
ク
パ
ク

野
菜
塾　

〜
き
た
だ
に
じ

か
ん
〜
』（
第
２
回
）

　

８
月
号
広
報
で
紹
介
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

第
２
回
を
８
月
９
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
前
回
参
加
者
と
植
え
た
ト
マ

ト
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
収

穫
し
ま
し
た
。
植
え
た
野
菜
が
育
っ
て
く

れ
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
無
事
に
収
穫

で
き
ま
し
た
。
採
れ
た
て
の
ト
マ
ト
と
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
み
ん
な
で
い
た
だ
き
、
特

に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
と
て
も
甘
く
参
加
者

に
大
好
評
で
し
た
。
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
は
ク
ラ

フ
ト
体
験
の
野
菜
ス
タ
ン
プ
に
使
い
、
自

分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
夢
中
で

作
り
ま
し
た
。
今
回
も
参
加
者
全
員
笑

顔
で
と
て
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。

■
わ
た
し
の
大
好
き
な
勝
山
市
の
風
景

　

勝
山
市
に
来
て
一
年
半
が
経
ち
ま
し

た
。
自
然
豊
か
な
風
景
が
素
敵
だ
な
と

日
々
感
じ
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
美
し
い
風
景
の
中
で
も
特
に
私
が
好

き
な
風
景
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
平
泉
寺
白
山
神
社

　

私
が
勝
山
市
に

来
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
場
所
で

す
。
別
世
界
へ
引

き
込
ま
れ
る
よ
う

な
感
覚
に
な
り
、

訪
れ
る
度
に
美
し

い
風
景
に
魅
了
さ

れ
ま
す
。

・
雨
上
が
り
の
山
の
風
景

　

晴
れ
の
日
の
山
の
風
景
も
素
晴
ら
し
い

で
す
が
、
雨
上
が
り
の
山
の
風
景
に
心
惹

か
れ
ま
す
。
雲
が
山
の
中
腹
く
ら
い
に
か

か
っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
幻
想
的
に
見
え

ま
す
。

・
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
か
ら
見
え
る
風
景

　

い
つ
も
電
車
に
乗
る
と
、
勝
山
駅
に
向

か
う
車
窓
か
ら
の
風
景
が
、
だ
ん
だ
ん
自

然
豊
か
に
な
っ
て
い
く
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

問　

農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
６

地域おこし協力隊
牧野　優さん

勝山の魅力を全国に！地域おこし協力隊

赤尾の大堤

トウモロコシの収穫トウモロコシの収穫

野菜スタンプ野菜スタンプ

御手洗の池（平泉寺）御手洗の池（平泉寺）
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「
カ
ン
ガ
ル
ー
の
お
部
屋
」っ
て

「
カ
ン
ガ
ル
ー
の
お
部
屋
」っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
カ
ン
ガ
ル
ー
の
お
部
屋
」
は
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
２
階
に
あ
り

保
育
士
資
格
を
持
つ
専
任
職
員
２

人
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

• 

親
子
で
楽
し
く
遊
ぶ
交
流
の
場

で
す

•  

地
域
の
子
育
て
情
報
の
提
供
を

し
て
い
ま
す

• 

子
育
て
に
関
す
る
育
児
講
座
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す

•  

子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

た
く
さ
ん
の
出
会
い
の
中
で
楽

し
い
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
り
ま
す

よ
う
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※ 

「
カ
ン
ガ
ル
ー
の
お
部
屋
」
の

行
事
案
内
は
、「
広
報
か
つ
や

ま　

お
知
ら
せ
版
」
に
毎
月
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い

開
設
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜午

後
３
時
30
分

※
月
１
回
土
曜
日
開
設
あ
り

申
・
問　

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

片
瀬
町
１
丁
目
４
０
２

☎
87
‐
３
８
３
０子育てマイスター・パパと遊ぼう

お部屋の様子お部屋の様子

大友　高美さん
　　　映里奈さん（３）親子

＝元町１丁目＝

竹内　香さん
　　　千晴さん（３）
　　　龍太朗さん（７か月）

親子
＝旭町2丁目＝

　

4
月
に
勝
山
に
移
住
し
て
き
て
か
ら
、
利
用
し
て

い
ま
す
。
初
め
て
勝
山
に
来
て
子
育
て
を
す
る
の
が

不
安
だ
っ
た
け
ど
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
先
生
が
優

し
く
接
し
て
く
れ
る
し
、
と
て
も
雰
囲
気
が
い
い

の
で
、
不
安
も
解
消
し
ま
し
た
。
ま
た
、
母
親
同

士
の
交
流
が
あ
る
の
で
楽
し
い
で
す
。

　

県
外
か
ら
勝
山
に
移
住
し
て
き
て
友
達
が
い
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
こ
で
友
達
が
で
き
ま
し
た
。

マ
マ
友
ラ
ン
チ
会
も
あ
っ
て
気
楽
に
参
加
で
き
ま

す
。
先
生
方
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ
、
優
し
く
話
を

し
て
く
れ
る
の
で
子
育
て
に
つ
い
て
も
相
談
し
や
す

い
と
こ
ろ
で
す
。

　福祉･健康センター「すこやか」②番入口を入って右側にあり
ます。子育てに関すること全般について相談できる総合窓口と
なっています。
　これから子育てをはじめる妊婦さん、認定こども園・保育園・
幼稚園の入園をお考えの方、一時預かりの受付、家庭児童相談、
ひとり親家庭の相談、その他子育てに関する情報の提供や相談・
援助を行っています。
　どうぞお気軽にご利用ください。
問　福祉･児童課　子育て相談室　☎87 ｰ 0777

「子育て相談室」ってどんなところ？

利用者の声利用者の声
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　就職や扶養認定により会社などの健康保険に
加入した方は、市民課で国民健康保険の資格喪
失の手続きが必要です。会社などが本人に代
わって手続きをすることはありませんので、必
ずご自身で手続きを行ってください。

【手続きに必要なもの】
　・健康保険証（勤務先から交付されたもの）
　・国民健康保険証
　・印鑑（認印可）
　・手続きに来られる方の本人確認書類
　　（運転免許証など）

ご注意ください！
　会社などの健康保険に加入した後に、国民健
康保険証を使って医療を受けてしまった場合、
国民健康保険が負担した医療費を返していただ
くことになります。

新しい保険証がお手元に届いたときは…
　新しい保険証に変わったことを病院にお知
らせください。

問　市民課（市役所1階）☎ 88-8102

もう特定健診を受診しましたか？
～通院中の方も受診しましょう～

　特定健診を受けることにより、健康管
理や病気の早期発見ができ、医療費の節
約にもつながります。
　黄色の封筒で５月末に発送している健
診通知をご確認ください。新たに国保に
加入した方や受診券を無くされた方は、
健康長寿課へお申し込みください。

問　健康長寿課（すこやか内）
　　☎ 87-0888

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～
　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告
において全額が社会保険料控除の対象となりま
す。その年の1月1日から12月31日までに納付
した保険料が対象です。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が送付されますので、大切に保管いただき、年末
調整や確定申告の際には必ず添付してください。
※ ご家族の国民年金保険料を納付された場合
も、納付された方の社会保険料控除に加える
ことができます
■証明書が送付される時期
・平成27年11月上旬
　⇒9月30日までに保険料を納付された方　　　　　　　　　
・平成28年2月上旬
　⇒ 10月1日以降にはじめて保険料を納付され
た方

　老齢または退職を支給事由とする年金は、雑
所得として所得税がかかります。
　下記の金額の老齢年金を受け取られた方には
「扶養親族等申告書」が10月下旬にお手元に届
きます。届いたら、なるべく早く年金事務所に
提出してください。

年　　齢 年金額
65歳未満 108万円以上
65歳以上 158万円以上

＜ 注＞提出されないと、各種控除が受けられな
いだけでなく、源泉徴収額が多くなる場合が
ありますので、扶養親族となる方がいない場
合でも忘れずに提出してください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書」・「扶養親族等申告書」はいずれも日
本年金機構より郵送されます。

国民健康保険喪失の手続きを！国民健康保険喪失の手続きを！

「社会保険料（国民年金保険料）「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発送されます控除証明書」が発送されます

「扶養親族等申告書」の「扶養親族等申告書」の
提出をお忘れなく！提出をお忘れなく！

国
保

年
金

保険料を
納めた方

年金受給者
の方へ

お勤め先から保険証
をもらったら 

問　市民課（市役所1階） ☎88 ｰ 8102　　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4518
　　ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル（控除証明書照会）☎0570 ｰ 058 ｰ 555
　　※050で始まる電話からは　☎03 ｰ 6700 ｰ 1144　へおかけください

広報かつやま10月号 №731 　　 12

障
が
い
の
あ
る
方
を
虐
待
か
ら
守
る
！

障
が
い
の
あ
る
方
を
虐
待
か
ら
守
る
！

〜
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
、
す
み
や
か
に
通
報
を
〜

　

周
り
の
人
が
小
さ
な
兆
候
を
見

逃
さ
ず
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

障
害
者
虐
待
の
特
徴
と
は

•
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う
る

• 

虐
待
を
し
て
い
る
人
に
、
虐
待

し
て
い
る
認
識
が
な
い
こ
と
が

あ
る

• 

虐
待
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
で

あ
る
と
認
識
で
き
ず
、
自
分
か

ら
被
害
を
訴
え
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
る

ど
ん
な
人
か
ら虐

待
を
受
け
る
の
？

①
養
護
者
（
家
族
や
親
族
な
ど
）

②
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
な
ど

③ 

使
用
者
（
障
害
者
を
雇
っ
て
働

か
せ
て
い
る
事
業
主
な
ど
）

虐待の区分とその具体例

区　分 具　体　例

身体的虐待
•暴力や体罰によって身体に傷やあざ、痛みを与える
•身体を縛りつけたり、過剰な投薬によって身体の動きを抑制する

性的虐待
•性的な行為を強要する
•わいせつな言葉を発する

心理的虐待
•脅し、侮辱などをする言葉を浴びせる
•仲間はずれや無視、嫌がらせなどによって精神的に苦痛を与える

ネグレクト
（放棄・放置） 

•食事や排泄、入浴、洗濯など身辺の世話や介助をしない
•必要な福祉サービスや医療や教育を受けさせない

経済的虐待
• 本人の同意なしに（あるいはだますなどして）財産や年金を使ったり、
勝手に運用したりする
•本人が希望する金銭の使用を理由なく制限する 

　障害者の虐待や養護者の支援に関するご相談、お問い合わせは下記までお願いします。

【日中（午前８時30分～午後５時15分）】
　問　福祉･児童課（すこやか内）　☎87 ｰ 0777

【休日夜間（緊急通報のみ受付）】
　問　市役所（宿日直）　☎88 ｰ 1111

相談窓口・相談員のご紹介　（敬称略）
◆勝山市障害者生活支援センター（すこやか内）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎87 ｰ 0600
　障害のある方や児童、ご家族の方が安心して生活で
きるように、様々な相談に応じます。

◆障害者相談支援事業所

勝山市社会福祉協議会
障害者相談支援事業所

郡町1丁目
（すこやか内）☎88 ｰ 1177

九頭竜相談支援事業所
（九頭竜ワークショップ） 旭町3丁目 ☎87 ｰ 3003

大日園相談支援事業所 荒土町松田 ☎89 ｰ 3210

◆障害者相談員
　障がいのある方やご家族の方の目線に
立った相談支援を行います。

・身体障害者相談員

酒井　智治 遅羽町大袋 ☎88 ｰ 2848

辻野　米夫 元町3丁目 ☎88 ｰ 2935

幅田　郁子 滝波町5丁目 ☎87 ｰ 0882

水谷　　修 村岡町浄土寺 ☎88 ｰ 3481

・知的障害者相談員

笠川　浩幸 元町3丁目 ☎88 ｰ 0387
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男
女
共
同
参
画

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

　

田
中
那
侑
（
勝
山
北
部
１
）

優 

秀
賞
▼
古
川
紗
生
（
勝
山
南
部

３
）
漏
水
晴
菜
（
勝
山
南
部
３
）

西
野
小
春
（
勝
山
中
部
１
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
山
内
芽
依（
三
室
５
）

優 

秀
賞
▼
田
中
愛
純
（
野
向
４
）

仲
谷
有
生
（
北
郷
小
４
）
幸
河

歩
夢
（
成
器
南
小
２
）

防
火
標
語

金　

賞
▼

酒
井
絵
理
香
（
若
猪
野
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
６
年
）

　
『
こ
え
で
よ
し

　
　
　

火
の
元
確
認

　
　
　
　

い
っ
て
き
ま
す
』

銀 　

賞
▼
松
下
由
樹（
三
室
小
６
）

松
井
温
人
（
芳
野
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
４
年
）

銅 　

賞
▼
石
川
瑛
美（
成
器
南
６
）

松
川
來
未
（
北
郷
６
）
瀧
本
碧

依
（
龍
谷
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
４

年
）

勝
山
市
明
る
い
選
挙
啓
発

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語

最
優
秀
賞
▼

　

津
張
和
樹
（
成
器
南
４
）

　
『
こ
の
一
票

　
　
　

自
分
の
た
め
に

　
　
　
　
　

未
来
の
た
め
に
』

優 

秀
賞
▼
小
田
日
葉
里
（
成
器
南

６
）
嶋
田
瑛
斗
（
成
器
南
６
）

堀
和
佳
奈
（
成
器
南
６
）
増
永

緖
美
（
荒
土
６
）
矢
戸
成
（
荒

土
５
）

えちぜん鉄道一日フリーきっぷ
料金変更

マイナンバーの
通知カードが届きます

　使用期限を過ぎると利用できませんので
ご注意ください。払い戻しはいたしません。

問　勝山商工会議所　☎88 ｰ 0463

　10月３日から「一日フリーきっぷ」の料金が
変更されました。

区　分 一般 サポーターズ
クラブ会員

大　人
（中学生以上） 1,000円 900円

（65歳以上は800円）
こども

（小学生） 500円 450円

問　えちぜん鉄道お客様相談室
　　☎0120 ｰ 840 ｰ 508

　マイナンバー
の通知カード
が、10月中旬か
ら全国一斉に順
次、世帯ごとに
簡易書留で発送
されます。通知カードの有効期限はありません。
　平成28年1月以降、官公庁の様々な手続きで
必要になりますので大切に保管してください。
問　市民課（市役所1階）☎88 ｰ 8102
　　総務課（市役所2階）☎88 ｰ 1116

宝くじの助成金で
コミュニティ活動の
備品を整備しました

【滝波区】
　災害など緊急時
の避難所確保に万
全を期すため、電
源や灯りおよび飲
料水などの備品整
備を行いました。

「かつやま買い物「かつやま買い物
　おじょーず商品券」の　おじょーず商品券」の
使用期限は10月31日㈯使用期限は10月31日㈯ですです

使用期限
　せまる！！

かつや
ま買い

物おじ
ょーず

キャン
ペーン

事業

№ 000
000

使用期
間：平

成27年
５月30

日～平
成27年

10月3
1日まで

※有効
期間を

過ぎた
商品券

は使用
できま

せん。

一般店
用商品

券

発 行
者／勝

山市

／勝山
商工会

議所
かつやかつやかつやかつやかつやかつやかつやかつやかつやかつやかつやかつやかつやま買

いま買いま買いま買いま買いま買いま買いま買いま買いま買いま買いま買いま買い物お
じ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじ物おじょー

ずょーずょーずょーずょーずょーずょーずょーずょーずょーずょーずょーずょーず商品
券商品券商品券商品券商品券商品券商品券商品券商品券商品券商品券商品券商品券

￥1,000月300000 かつや
ま買い

物おじょー
ず商品券

№ 000
00

￥500
※有効

期間を
過ぎた

商品券
は使用

できま
せん。

発 行
者

問合せ
先
／勝山

市

／勝山
商工会

議所

かつや
ま買い

物おじ
ょーず

キャン
ペーン

事業

使用期
間：平

成27年
５月30

日～平
成27年

10月3
1日まで

小規模
店用商

品券
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下
水
道
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

金　

賞
▼

　

長
谷
川
桃
子
（
勝
山
中
部
３
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　

大
林
美
空
（
勝
山
南
部
１
）

銀 　

賞
▼
木
田
愛
菜
（
勝
山
北
部

３
）
竹
原
功
貴
（
勝
山
中
部
２
）

銅 　

賞
▼
大
澤
瑞
稀
（
勝
山
中
部

３
）
澤
田
小
雪
（
勝
山
中
部
３
）

野
村
昂
世
（
勝
山
南
部
２
）
木

田
悠
斗
（
勝
山
南
部
１
）

【
小
学
校
の
部
】

金　

賞
▼
丸
山
未
紗（
成
器
南
６
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　

皿
澤
陽
菜
乃
（
荒
土
５
）

銀 　

賞
▼
木
村
匠
（
成
器
西
５
）

齋
藤
菜
々
美
（
村
岡
４
）

銅 　

賞
▼
山
岸
沙
也
加
（
成
器
西

６
）
齋
藤
遙
奈
（
三
室
５
）
福

嶋
崇
久
（
村
岡
４
）
皿
澤
敬
太

（
荒
土
３
）

第
43
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

金　

賞
▼

　

木
下
萌
音
（
勝
山
南
部
３
）

中
尾
吉
美
（
勝
山
中
部
２
）
山

本
拓
磨
（
勝
山
南
部
１
）
片
山

夢
奈
（
成
器
西
６
）
木
田
恋
菜

（
荒
土
５
）
渡
芽
生
（
荒
土
４
）

久
永
拓
朗
（
村
岡
３
）
木
村
圭

太（
成
器
西
２
）伊
藤
志
修（
三

室
１
）

銀 　

賞
▼
石
田
ち
さ
都
（
勝
山
南

部
３
）
谷
口
菜
緒
（
勝
山
中
部

３
）
桝
家
駿
之
介
（
勝
山
中
部

２
）
横
山
鈴
香
（
勝
山
南
部
２
）

青
木
咲
樹
（
勝
山
中
部
１
）
松

山
翔
（
勝
山
南
部
１
）
田
村
早

希（
成
器
南
６
）丸
山
未
紗（
成

器
南
６
）
岡
田
紗
耶
（
村
岡
５
）

矢
戸
成
（
荒
土
５
）
伊
藤
優
志

（
三
室
４
）
林
佳
歩
（
村
岡
４
）

小
林
楓
斗
（
北
郷
３
）
髙
島
梨

沙
（
成
器
南
３
）
笠
川
奈
月
美

（
北
郷
２
）堀
真
奈
羽（
荒
土
２
）

酒
井
美
和
（
三
室
１
）
辻
武
隼

（
鹿
谷
１
）

銅 　

賞
▼
嶋
田
真
由
子
（
勝
山
北

部
３
）
東
川
玖
令
亜
（
勝
山
中

部
３
）
向
原
光
基
（
勝
山
中
部

３
）
島
田
瑞
希
（
勝
山
南
部
２
）

春
木
捷
吾
（
勝
山
中
部
２
）
藤

澤
萌
愛
（
勝
山
中
部
２
）
片
山

翔
大
（
勝
山
中
部
１
）
松
山
愛

来
（
勝
山
中
部
１
）
山
田
哲
也

（
勝
山
南
部
１
）
嶋
田
瑛
斗
（
成

器
南
６
）
野
地
愛
理
（
荒
土
６
）

藤
田
睦
樹
（
成
器
南
６
）
池
田

悠
花（
村
岡
５
）南
部
晴
花（
村

岡
５
）
横
井
天
莉
沙
（
北
郷
５
）

宇
佐
美
汐
里
（
鹿
谷
４
）
久
保

汐
里
（
成
器
西
４
）
牧
野
真
士

（
鹿
谷
４
）
木
下
友
利
香
（
村

岡
３
）
小
林
美
翔
（
成
器
西
３
）

坂
下
楓
太
（
村
岡
３
）
黒
原
さ

つ
き
（
成
器
西
２
）
田
中
煌
己

（
野
向
２
）
永
井
洸
希
（
成
器

南
２
）
熊
澤
柚
依
（
成
器
南
１
）

林
美
結
（
成
器
南
１
）
山
﨑
崚

平
（
成
器
南
１
）

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
・

　
　
　
　

標
語
入
賞
者
の
ご
紹
介

防
災
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

優
秀
賞
▼

　

齋
藤
清
春
（
勝
山
北
部
３
）

宮
川
楓
雅
（
勝
山
南
部
２
）
荒

井
優
花
（
勝
山
南
部
１
）

奨
励
賞
▼

　

中
村
美
柚
（
勝
山
南
部
３
）

【
小
学
生
の
部
】

優
秀
賞
▼
前
野
友
希
（
村
岡
６
）

三
谷
充
仁
（
成
器
西
５
）
小
寺

未
紗（
村
岡
４
）河
野
弘
嵩（
成

器
南
３
）
木
村
圭
太
（
成
器
西

２
）
藤
崎
若
菜
（
三
室
小
１
）

奨
励
賞
▼
栁
町
菜
月
（
村
岡
６
）

勝
山
市
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

　

廣
田
圭
介
（
勝
山
北
部
３
）

優 

秀
賞
▼
酒
井
明
里
（
勝
山
南
部

３
）
西
脇
大
晟
（
勝
山
北
部
３
）

竹
内
淳
汰
郎
（
勝
山
中
部
２
）

深
見
太
一
（
勝
山
南
部
２
）
福

田
凛
（
勝
山
南
部
２
）
山
岸
由

昂（
勝
山
中
部
１
）中
村
舜（
勝

山
南
部
１
）
川
村
侑
加
（
勝
山

北
部
１
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
石
川
涼
（
北
郷
６
）

優 

秀
賞
▼
河
野
叶
夢（
成
器
南
６
）

宮
本
桜
良
（
村
岡
５
）

（
順
不
同
敬
称
略
）

平成27年度
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熱血授業！
■９月29日　勝山南部中学校

　勝山市出身の三屋裕子さんが、３年生80人を前に、
「夢を実現させるために」をテーマに授業を行いまし
た。生徒たちは、三屋さんのスポーツ人生を振り返
りながらの熱い授業を真剣に聞き入っていました。

地域福祉の拠点誕生
■10月１日　勝山サンプラザ

　誰もが気楽に立ち寄り交流することで社会からの
孤立を防ぎ、自立生活を支援する「まちなかCafé」
が勝山サンプラザ２階にオープンしました。

日頃の訓練の成果を発揮
■９月26日　九頭竜ワークショップ

　「第41回自衛消防操法競技大会」が行われ、勝山
市防火管理研究協議会会員20事業所が参加しまし
た。競技は「小型ポンプ」「消火栓」「屋内消火栓」「危
険物初期消火」の部門があり、選手たちは日頃の訓
練の成果を発揮していました。

災害時に備える
■９月４日　すこやか

　「勝山市災害ボランティアセンター連絡会」が発足
しました。災害発生時に備え、平常時から訓練や研
修を行う組織です。研修会では松森和人氏を講師に
迎え、災害時の迅速で適切なボランティア活動につ
いての講演がありました。

レジェンドを間近に
■９月14日　野向小学校・勝山高等学校

　野向小学校、勝山高等学校にてスキージャンプの
葛西紀明さんが児童・生徒と交流を行いました。野向
小学校では、講演の後ジャンプ教室やローラースキー
教室を行い、たくさんの笑顔で交流しました。

伝統の相撲大会
■９月18日　神明神社

　第61回市民体育大会相撲競技会が開催され、各地
区の代表選手が力のこもった取り組みを行いました。
地区対抗団体戦では村岡Ａチームが優勝しました。
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ク
マ
ク
マ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

か
ら
身
を
守
る
た
め
に

ク
マ
を
引
き
寄
せ
て

い
ま
せ
ん
か
？

• 

家
の
周
り
に
生
ご
み
を
捨
て
た

り
置
い
た
り
し
な
い

• 

キ
ャ
ン
プ
や
登
山
時
な
ど
の
ご

み
は
持
ち
帰
る

※ 

ご
み
の
放
置
は
ク
マ
の
餌
付
け

に
な
り
ま
す

木
の
実
や
ハ
チ
の
巣
の

近
く
は
注
意
！

• 

家
の
周
り
の
収
穫
予
定
の
な
い

柿
や
栗
な
ど
は
、
早
め
に
撤
去

す
る

• 

近
く
に
あ
る
ハ
チ
の
巣
は
、
放

置
せ
ず
に
撤
去
す
る

※ 

人
間
が
い
て
も
、
好
物
が
あ
る

と
こ
ろ
に
は
や
っ
て
き
ま
す

ク
マ
と
遭
わ
な
い
た
め
に

• 

早
朝
や
視
界
の
悪
い
時
は
外
出

し
な
い

• 

外
出
時
に
は
、
鈴
や
笛
な
ど
音

が
鳴
る
も
の
を
携
帯
す
る

• 

ク
マ
の
餌
と
な
る
実
（
ク
ル
ミ

な
ど
）
が
な
る
と
こ
ろ
に
は
近

寄
ら
な
い

そ
れ
で
も
ク
マ
に

遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら

• 

と
に
か
く
落
ち
着
く
こ
と

• 

騒
が
ず
、決
し
て
走
ら
ず
、ゆ
っ

く
り
後
退
す
る

• 

子
グ
マ
で
あ
っ
て
も
、
絶
対
に

近
寄
ら
な
い

• 

襲
っ
て
き
た
ら
急
所
を
守
る
！

※ 

地
面
に
伏
せ
、
両
手
で
首
の
後

ろ
を
ガ
ー
ド
し
、
頭
と
首
を

守
っ
て
く
だ
さ
い

ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
や
、

痕
跡
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

市
役
所
ま
た
は
警
察
署
へ
！

  

林
業
振
興
課（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
２
１

  

勝
山
警
察
署☎

88
‐
０
１
１
０

勝
山
う
ま
い
も
ん
祭

第
51
回
勝
山
市
民
総
合

文
化
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー

と　

き
▼
10
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰  

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
▼
越
前
大
仏
門
前
町

内 　

容
▼
観
光
Ｐ
Ｒ
「
わ
な
げ
」、

出
店
（
ま
つ
た
け
ご
飯
、
手
打

ち
お
ろ
し
そ
ば　

ほ
か
）、
化

石
の
レ
プ
リ
カ
作
り
、
乗
馬
体

験
、
太
鼓
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
・

吟
舞
・
ダ
ン
ス
（
24
日
）、
よ

さ
こ
い
（
25
日
）
な
ど

※ 

両
日
と
も
に
越
前
大
仏
拝
観
料

が
無
料
で
す

問　
（
公
社
）
勝
山
市
観
光
協
会

☎
87
‐
１
２
４
５

式
典
と
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
民
総
合
文
化
祭
の
始
ま
り
を

〝
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ク
レ
・
ド
・
フ
ァ
〞

に
よ
る
心
和
む
温
も
り
溢
れ
る

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

と　

き
▼
10
月
31
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

　
　
　
　

※
午
前
９
時
30
分
開
場

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

展
示
・
芸
能
各
発
表
会
に
も
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

展
示
発
表
会

と　

き
▼
10
月
31
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

　
　
　
　

11
月
1
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

と 

こ
ろ
▼
市
民
会
館
展
示
ホ
ー

ル
、
教
育
会
館

芸
能
発
表
会

と　

き
▼
10
月
31
日
㈯

午
後
1
時
〜
6
時

　
　
　
　

11
月
1
日
㈰

午
後
1
時
〜
6
時

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

問 　

第
51
回
勝
山
市
民
総
合
文
化

祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
生
涯

学
習
課
内
）　

☎
88
‐
８
１
１
４

1010
月月
1919
日
㈪
〜

日
㈪
〜

2525
日
㈰
は
行
政
相
談

日
㈰
は
行
政
相
談

週
間
で
す

週
間
で
す

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

に
対
す
る
意
見
や
要
望
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
行
政
に
対
す
る
身
近
な

相
談
を
受
け
付
け
て
関
係
機
関
に

通
知
な
ど
を
行
い
、
そ
の
解
決
の

促
進
を
図
る
の
が
「
行
政
相
談
委

員
制
度
」
で
す
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
が
皆
さ
ん
と
行
政
の

間
に
立
ち
、
問
題
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
相
談
無
料
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

定
例
相
談
日
▼
毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
蘭
・
桜
の
間

行
政
相
談
委
員
▼

　

深
谷　

久
枝
氏
＝
元
町
１
＝

　

木
村
美
智
子
氏
＝
昭
和
町
１
＝

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

　認知症について相談できます。
と　き▶10月19日㈪
　　　　午後1時30分～ 3時10分
ところ▶すこやか集団健診室
申・問　地域包括支援センター

「やすらぎ」（すこやか内）
　　　　☎87 ｰ 0900

もの忘れ相談会（要予約）

私たちが相談を
お受けします
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荒
土
郵
便
局

　
　

置
局
功
績
顕
彰
碑

　

碑
は
荒
土
町
北
新
在
家
の
木
下
立
夫
家
の
庭

に
、
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）
に
建
て
ら
れ
た
。

顕
彰
碑
と
記
さ
れ
た
左
に
は
当
時
郵
政
大
臣
で

あ
っ
た
山
内
一
郎
書
と
あ
る
。
裏
面
の
碑
文
に

よ
る
と
荒
土
郵
便
局
は
昭
和
14
年
か
ら
関
係
者

の
応
援
を
受
け
、
足
掛
け
４
年
に
わ
た
る
請
願

陳
情
が
実
り
、
昭
和
17
年
１
月
16
日
に
開
局
に

こ
ぎ
つ
け
た
と
あ
る
。
木
下
家
の
記
録
に
よ
る

と
、
局
舎
の
新
築
起
工
（
建
前
）
は
同
年
６
月

16
日
に
行
わ
れ
８
月
中
に
完
成
し
た
。
渡
金
は

６
０
０
０
円
と
あ
り
内
６
５
０
円
は
杉
木
45
本

で
渡
す
と
あ
る
。
現
在
の
金
額
に
換
算
す
る
の

は
何
を
基
準
に
置
く
か
で
変
わ
る
が
２
〜
３
０

０
０
万
円
位
で
あ
ろ
う
か
。

　

碑
は
そ
の
当
時
の
功
績
を
永
く
顕
彰
す
る
た

め
建
立
し
た
と
あ
り
、
局
設
置
協
力
者
と
し
て

当
時
の
福
井
市
長
、
高
椋
村
長
、
丸
岡
と
竹
田

の
郵
便
局
長
な
ど
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
木
下
勘
治
初
代
局
長
が
特
定
郵
便
局
長

を
拝
命
し
て
以
降
の
局
の
簡
単
な
歩
み
と
、
３

人
の
建
立
発
起
人
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る
。

戸
数
が
少
な
か
っ
た
旧
遅
羽
村
を
除
き
、
荒
土

村
に
郵
便
局
が
無
か
っ
た
た
め
熱
心
な
運
動
が

行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

表
は
現
在
廃
局
に
な
っ
た
も
の
も
含
め
た
勝

山
地
域
の
郵
便
局
一
覧
で
あ
る
。
明
治
５
年（
１

８
７
２
）
に
開
局
し
た
勝
山
郵
便
局
は
、
当
初

は
勝
山
郵
便
所
と
称
し
初
代
局
長
は
中
村
吉
右

衛
門
で
あ
る
。
中
村
家
は
屋
号
木
綿
屋
を
称
し

代
々
勝
山
町
の
町
年
寄
を
勤
め
た
家
柄
で
あ

る
。
郡
町
の
自
宅
を
局
舎
と
し
て
開
局
し
た
。

　

北
谷
郵
便
局
は
福
井
県
と
石
川
県
を
結
ぶ
要

路
に
当
た
る
た
め
早
く
に
設
置
さ
れ
た
。
村
部

の
郵
便
局
と
し
て
は
珍
し
く
明
治
43
年
か
ら
電

信
事
務
も
取
り
扱
っ
た
。

勝
山
地
域
の
郵
便
局
一
覧

名　
　

称

開
局
年

勝 

山
郵
便
局
（
当
初
は
郵
便
所
）
明
治
５
年

北 

谷
郵
便
局
（
昭
和
60
年
閉
鎖
）
明
治
７
年

鹿
谷
郵
便
局

大
正
10
年

平
泉
寺
郵
便
局

昭
和
３
年

北
郷
郵
便
局

昭
和
３
年

勝 

山
滝
波
郵
便
局
（
当
初
は
野

向
郵
便
取
扱
所
、
昭
和
15
年

野
向
郵
便
局
、
昭
和
59
年
に

現
在
地
へ
）

昭
和
４
年

荒
土
郵
便
局

昭
和
17
年

勝
山
沢
郵
便
局

昭
和
22
年

勝
山
立
石
郵
便
局

昭
和
35
年

勝
山
元
町
郵
便
局

昭
和
40
年

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「「悩み部」の
　　栄光と、

その慢心」

「ギョギョギョ！
　おしえて！

さかなクン」

「ワクチンＸ」
～性格変更、承ります。～

麻希　一樹／著
学研教育出版

さかなクン／著・絵
朝日学生新聞社

桂　望実／著
実業之日本社

　大好評「５分後に意外な結末」の新シリーズ
第２弾。学園の悩みは、悩み解決部同好会、通
称「悩み部」の３人が解決！個性的なメンバーた
ちが、事件や悩みの解決に活躍したり、失敗し
たり。ミステリーあり、笑いあり、感動ありの全２
０編。最後には意外な結末が待ち受けていて…。

　さかなクンといっしょに魚ワールドへレッ
ツギョー！サンマの秘密とは？魚たちの眠り
方って？魚の豊富な知識を、楽しく、わか
りやすく解説することで人気を集めるさか
なクンが、すてきな魚たちをイラストとと
もに紹介します。

　２０ＸＸ年。理想の人間に近づける夢の
ワクチン“性格補強ワクチン”が突然生産
不能に。原因は不明。ワクチン効果が切
れれば接種者はパニックに陥る可能性が
出るなか、誰よりもそれを恐れたのは接種
第一号である開発者の加藤翔子だった。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成27年９月末 前年比

総件数 ３２７件 －３５件

人身事故
（うち高齢者）

２２件
（７）

－１２件
（＋２）

死　者
（うち高齢者）

２人
（２）

＋１人
（＋１）

傷　者 ２４人 －１５人

物損事故 ３０５件 －２３件

10月の納税

８月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ９月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,753人 9 －16 －7 8 －27 －19 11,727人 －26人
女 12,872人 6 －9 －3 18 －29 －11 12,858人 －14人
合　計 24,625人 15 －25 －10 26 －56 －30 24,585人 －40人
世帯数 8,070世帯 8,067世帯 －3世帯

人口の動き

市・県民税▶第3期　
納期限▶11月2日㈪　口座振替▶10月26日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪29
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恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

「CGで見る木の化石の
でき方とその秘密」

「親子で恐竜だこを
つくろう！」

「首長竜のお食事マナー」

「石をしらべよう！」

「ブラジル沖深海底で
見つかった歯クジラ化石」

10月14日㈬、28日㈬、11月11日㈬

10月18日㈰
博物館セミナー

10月25日㈰
恐竜ふれあい教室

11月1日㈰
博物館セミナー

11月8日㈰
博物館自然教室

11月15日㈰
博物館セミナー

休館日のお知らせ

行ってみよう

湯ったり勝山
　湯ったり勝山で
は、健康に関する
講座以外にも、毎
月さまざまな催し
を行っています。
　７月から毎月1回、「在宅介護者交流会」を開
催しています。在宅で要支援・要介護認定者を
介護されている家族が集まり、日頃の介護疲れ
を癒すために、マッサージや陶芸などをしたり、
お茶を飲みながら介護相談や健康相談をしたり
しています。
　また、10月から毎月1回、認知症について不
安を抱えている方やその家族が気軽に集まり話
し合える場として「認知症カフェ」を開催します。
　湯ったり勝山で、心のリフレッシュをしませ
んか？
在宅介護者交流会と認知症カフェ
　と　き▶10月16日㈮　午前10時～午後3時
　ところ▶湯ったり勝山　介護予防室
　内　容▶お茶会と陶芸教室

問　湯ったり勝山（市民交流センター1階）
☎88 ｰ 3722

　　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
11月16日㈪～22日㈰　☎0570-070-810
　女性をめぐる様々な人権問題に対する相談を
受け付けます。相談無料、秘密は厳守します。

強化期間中の
受付時間

平日　 8：30～ 19：00
土日　10：00～ 17：00

※通常は平日のみ　8：30～ 17：15

ストレス要因ストレス要因

ストレス反応ストレス反応

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください


